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●昭和61年度標津町子労　　　　　　　　●まちの話題

●｢やる'j(も･こんLj(1･lrん気｣の加藤校艮先qI　●まちの声.声･声

●PIJ民アンケート洞爺より　　　　　　　　　●穏沖町くらしのモニター寄集

サケのふるさと0
卒業シーズンを迎え､町内で

は､小学校129名､中学校111名

が卒業しました｡
子ともたちは､サケのようで

す｡稚魚は､ふるさとの川で育
てられ､大藩へ旅立ちます.何
年かしてもどってくる書､行っ
たままになる書｡どこに行って
も､どこに居ても､ふるさとは
標津です｡

月号No230-==コ



59億4,504万円

37億　821万円

高令化'高度情報社会への移

行など社会環境の変化は著し-町民の需要は､多様化､高度化へと進むか国庫支出金の削減に加え'一般歳入金の伸びも鈍化しっつある反面､公債費等の義務的経費の負担は年々増加し､一段と厳しい財政運営を強いられる中て

Lf･

tL

歳入の多-は団･道の依存
川､1=)杏.=JLL)帖しい対地小

机卜にあJて'地ん･父‖税'地ん税や式　的=棚の伸び悩みヤその他の州収の刈りのできたい小で'雌津叫は　指と如しいり

政迦f::･:を強いられており､いっそう別点とー人と‖助努力が必焚とちってきております｡

それには､仙件に,t=gれること

ij-､EI比のニーズを適確にと
らえ､｢荊進への姐策の牛｣と化

.7=つけるところであります｡

(･勺度の巾点施策として次の

･<;布をii(施してまいりますo

産業基盤の整備
2=g濃においては､卜地鵜照軒

仙及び1抗;環蝿の懸偏を川り､拙文においては'漁港の幣帖及び約･:1 Iや轍の1桝の哨人を図り1,l･鵜舶Eの強化を図ります｡

コミュニティ活動の促進
地域㍍動あるいはボランティ

ア捕動の捕り卜かりは∴‖政を糾い化して余りある｢,I,二役域｣の役刷りを米たすものと制作しております｡コミュニティ柄動の　桝の州進を図るため､柄仙鞘i:-Jを燃えてまいります｡

快適な暮しの実現
昭和ハト勺度､姐化収-小にh=

f以水卜`qt　結3,の卜水迫が本年卜月伏川例的となりますo伏川開始に伴い=比ftfIIあるいは水洗化班川に応分のご爪印をいたた-ことになりますが､‖みよい叫つ-り環境保令のためご和解を賜りたいと存じます｡

また､｢粍紙と細別の付紙恋し

実現のため'7=何を策･:祉します｡

まちづく-新計画の策定卜`叩紀を目指した姓本紙

州心を柱に､卜咋光を目標とした鵜本計州を心のかよったものにするi)め､叫比の･==3両を肘仏-取り入れ､日比,卜休の=ハ川¶‖…を作りあげてまいりますo
このための岡地施策として｢

什みよいまちつくり打付人入会｣を榊仰するほか｢標津叫　批紀
･〓叶糊沌会議｣ '船人の　｢-らし

のモニター制性｣　の発足をさせ



ますo

また､構想しております｢傑

癖と福祉の村L｢約梓漁菜資源糊殖センター｣｢..･1.件紀の森｣についてへ　今後の実現に向けて別所銅盤の年と作問づけさせていただいております｡

健全財政の追求

1L水泊の供川開始に作う所要絶賛の増加をはじめとして′日放郡安の多様化による財政情況のひっ迫を打関するLJめ･.;内プロジエクーチームを発=4させ健全財政をめざし'本=独Rのl,;財政改革を行ないます｡
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春の全道火災予防運動期間/4月2 0日～5月9日
r儒いのは､

漬したつもりと調えたはずし

｢怖いのは'糾しLJつiりと

糾えたはず｣を統l撚詔に､川‖`卜日から九月九日までの11卜‖糊､仝迫一所に作の火災r肌畑山かTJ施されます｡
これからは空知か蛇燥Lt　火

災が発作しやす-なり､一日魂t･した火災は季節凪の彬幣で人火となるおそれもあります｡

標津Mの過去十句作-Jの}:火原
因では'コミ焼き･たき火によるものかnMも多-全体の卜･(%

をICめ､続いてタバコ･ス-Iプの肌にもっていますo

又'瀬はコ,,/焼きをする機会

が多-なります｡ゴミ焼き等ほ姐の拙い日は.什わない｡行う畔は灼却炉で.〓い､消火バケツ坤-の消火川t(を川汀心して行いましょう0

火災は､あなたのちょっとし

た油断･小目点からおこりま七あなたの‖広で火災のない明るい街を作りましょうO

(雌津iSH仏門)

こんにちは

町長です

｢春の浜辺に思う｣

狂犬病予防注射について
[lliili(5111 J災引火JE^J T･I;JJ汀射を次のとおり子J 7L/いますo

糾fJ'しているお人は､必ず引入病(IUJIi射を･受けさせま

しょう0　人か()人に感独する引火病はすへての人が{IUJ

'li射をせけることによr)FUJCナます｡　壷

又､今IJより1lrrrのTl,I),湖｣で1生L

IT J17FJJf効となります0　　　　　.

..tl　　　　　　　　　　別

o rlU,汁肘を一受けなければなL.,ない　<㌘

お人(/1-筏9川u Lすへての舐L人) 1

(〕料　食(指定された場所で･受ける場合2,√1()Olり)

(指'ii域7.17以外で･蛋ける切介　2,700rIl)

o Ljf施場所(指定節Irrr)及Ul l村　1､LHtl

灘なれ当日燕人'uWの･受付を行か-ます.壁掛トは1頭に-)き2.100r)托す｡

身を馴るようなシバレ.1而

C`色と化し'竹きるもの全ペてを飲みこんで､朔凪の炊き荒ぶ人地o

この厳しかった北国の冬も､
日.;とTnJつてゆき'川辺の脳柳も叫雇い牙を吹き'氾かなnh･しとともに布の足首か･L'近かに帆こえてくる.

ここ'根{単軸峡の流氷も問も

な-iqることであろうO私は､この流水の去｢iJ概沖の択辺か姓竹に好きなのであるoチャボン､チャボン､静かに､静かに布せる披､その梢に1叱つとき畷如拙の境地にたたされたような鍬塩におち入り､張りつめている心にi静かな女らさを比えるのであるQ

どこまでも透きとおった海底

)

に､色とりどりの小か芙し-映えるo叫jlfリ流水にちきられた昆TtfがたL)よう皆は､まさに茶の　｢作の粘ひねもすのたりのiJりかな｣　の旬が･:TJ感として心に叩いてくるo

さて､日を帖ずると利公の桃

川はH々抑州やテレビでて人肌刊の荒椀が軸じられているo Lかも小::t･:までかH殺する悲しい時代D｢√代の心も随分:3;くなったなあ｡俺達の帖代も･]･｣と自分の人件を誇らしげにムう人がいるo LかLr快速の心が何故こんなにも先んでしまったのだろうか｡私=>11人人は大いに反照しなければならないo

今日､拘LS文明の急速も発辻

は心の州〟かさを火ってしまったとムわれているo　このような北公邸蝿､教iEE環境は私通人人かつ-りあげて水たものであり'その喋蝿のなかで巾つ√伐こそ人変であると=心うのであるo

小利公､そうして･EC雌のなか

でf･きる私通は'作の1LS辺にたつような桁みきri)気相ちで､〓分の少んで来た人叫を見つめなおし､一人くが〓･tJの･桝神を斬い起こし､明る-脱かな社会をつ-りあけi)いものである｡



i

rやる気･こん気･げん気J
加藤実校長先生

ご苦労様でした

中標津村立閑暇申･::.･校をふり

だしに'標津小･::.･校を=鵬後に.判辿する加撤校長先付は､教職作柄一十八年と卜一ケ月州の内､二･L川年間を標津で過ごし､別十1'代(父親が幣繁･:Cで､=M桝の代地が標津評)　に池り'この地で作柄された札付に､左八丁肌にお沸しを伺いました0

-　標津時代の恐い出は　-地域住.3のご柑情に宰そrれ

た.･LM年間でt l瞬の内に終った戊日ですo

打多糠仲代の_=利　卜し･1
-一九年には､熊か;托し､凍･Gか鵜われたり､八か殺されたりしまして､竹徒を日柄ほ=;か送り迎えして-れたこともありまLLJ｡

胡別畔代には二日分の衣のこ

と､地域のことを知らず､これを教付し･ないで､なんの教巾か｣と考え､帆･ttSの1態､帆･1批

業の現況を､′どもたちに理附しても･;おうと地化淡榊を丸竹として理刑のWYa=にとり入れ'水ll･クラブを碓=jさせましたCこの_ ･火映は､州内小･:∵校仰究発出入会に=批悔秀朋をJ･;いました｡(;わせて､全州でユニークな教わ研光をしている….;校にりえられる･:;習州ルル利の｢…. -和ーJもいたたきましたC

川北･=7代　肺の川心いHは､川
校11-周叫記念小文の　つとして｢h吐志のi=｣を父川が姓･りしてくれたことです｡姐･日に(=わせて'ーともたちにhY心の㍍=いをしてもらいました｡この仙=いの他inは､川校での1机をとJに忘れないことと乍某緒の人1航路への道標であります｡〓己に刈して仏機感や相加感を体俄した畔t i;(剣に･;分の桐米を比つめ考えて日.]1<現のために触力力と箱叫･を=ち就ける心の机を

LLJためても,;つたiのてすC

舵津申‥1校川代には､｢しヘリ
∵1｣が･]･柁Ht･=11の中で州々し

く戊にすることを触って'･;令-勺に近い　｢イチイ｣を関係行化のもと校庭に移帥しましたC

まLJ　-どもLJちと地域のつ

ちかりを考え　｢粘まつり｣　に参加することに･L6リ､｡;ieの人きな‖心い出となることを刈目しております｡
hi;和H卜八牛はから　か牛の

｢て校の靴i;H=ホ動の(･体を油じて､偶々のハ祉の総力･他作等の仲山をMるにはどのような1人をすればよいか｣　の川究目地の文部省指･心は研究1<代では､多大な指,;ltや放肋をせけた森灯光勺と研修法欲に燃え｢やるハ爪｣
｢こんハ刈｣｢けん.刈｣でたゆまめ努

力をしてきLJ九りんには敬芯の念で`杯です｡
この研光が紬でT盛;j山川山

ー

I?如栄申‥;校との･父流も始まり
まLLJ｡竹ー々H心い川はつきないです｡

ト現れの数日｡=に｢いじめ｣

に対してどうおS..えですか　-

現代のいじめは'怯;Bで'山

側化'恥川化の傾向がありますo物か=:3.:…な人1日'胤は′どもの兇jKに応えすさるし､心の数日か欠けている｡/どもと教伸のい抑側係J鴻れてきているのi災態であろう｡壌虹や…いi･校では
加=･徳･体の欺巾が必紫で､爪に教伸は′ともの1人態をは糾し精解する先TiLの教巾､攻めの欺

lr;か必丑です.

十　川紀に生きる√どもL)

ちにはこうあって欲しいと‖心います｡
'他人の立場を別解でき､II思

いやりのある人

二､･;分の什iIに･比びを糾って
･tハ面目に働-人｡伸利と滋花をわきまえて.‖

軌する人

川､ふるさとを愛する八

二の川つを光れするためには日　日しっかりと小きること

が人切で'そのためには　｢やる
′刈｣｢こん′机｣｢げんハ爪｣が必紫で

す｡

また､ILJlj域=比とのつ･L･Fがり

も人川で'八･の　｢妃て比ぬ､山りをする｣　の川州ではいけませんD他人のーも花が/と=jい､山城の教わ力を‖川めることか人小ですC

-　ありがとうこざいます｡=以

後に何かありましたら　-

雌津の竹様には'　卜川勺仙

人焚お川L心に･なり瓜にありがとうこきいました｡親ー　代わ川前になった雌津は私の他郷です｡標津をよるにあたり､欠礼していることi多々ありましたうかこの紙仰をも[てり-お礼申しーけます｡

なお'卜･机の際は､日比功おし仇

竹卜さるようお雌いいたしますじ
〃▲｢′-‖′

崎卜-=i人湖山小父;州　;　八



～町民アンケート調査の結果より～

叫勺卜　日に. i<施しました町

比アンケ1-朋作に御協力をいたたいたMJ山行付に心よりお礼小しーけます｡

この柿.アンケ--制作の縦

火かでましたので`郎緋介いi)しますo

このアンケートは､標5=:T全
域に独り､町在日の　▲卜歳uLの成人の中から千人を無作み油川し､li(施されたものですo他に叫･<;にE==する標津j=…校の牡祉仝‥〓(lH九十八yT=)　に対して

･DH様のアンケ--を実施しま
した｡

制作は那送による配付･回収

か′〓われ､TMの配付に刈して`lHL-九Mの回収となっておりますD

アンケートの化は附は､･1し

瑚‖あり､ここでは全て糾介できませんので　郎掲械します｡

九=jの火を姐てお附りのよう

に｢粁津の叫はt･=如かない.)と感じているんか全体のL十八%を八め､他の項目についてもほとんとがマイナス｡かろうじてプラスなのが｢日日淑な叫であるeJの小目です｡

拙津叫は･2-'活′爪がろく､

〔問2〕私たらの郷土
感L,ておLp'れますか" (アト(辛)までの各項目についてあ

なたの気持ちに近いものをlつずつ選んて下さいu

…　最仁一｣

=山…り　　÷,rWh

エ'竺■Ll,仙'あ棚!,ド

◆り･､･､ ･~:~~1

ウ'Ti祭■蛇ソ)J虫･ 17)l魂,州

キ) TH,i;-,/t rノー,･(, lT"

---TLr｡L-L"㌃じ｢

仙Mから-､圧いの‖心いやりかち-､ふれあいや越州仙感かちい紬であると感じている日比か'これ科多いとは解きです｡

アンケートではへ　この紺米を

地区別､中代別'川住牛枚別に分析しており､様々ij1人態が招きはりにされておりますo

なお､このアンケー-縦果を

ご比になりたいガは､標津叫役場･小火公比餌･川北公は耶･腿協･漁協･向-公に:C.いておりますので日加に槻比卜さい｡

(役域総務課企画係)
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lI　納れIf1tl)J)3,

7JML

す) ML比.iJH

L･やりが.九/-

r小L'･ ■■■■　Ll

キ･ 7,,i,(よと:ノ1,/,.壷】

rF)　‖トらしLP]Lrある

f Jtl.帝fJJ Lrあ7J

い?I　.I-tC/)あ7JN]こあ7,

(エl MYlのあるP]ごあ/i

けI Llか　ヤりかAj}

( /I)　JLあいへ､■iL:】:rき/JIあ7J

(午) N',りTWl vわあ/,

横加･ホ1111

111JtLI ∫

礼幼‖九は如竹の仙成対象は､

l歳末‖州の油㍑･入院､八歳来
榊の入院と､これに叫の制性として11`漉未納までの.地代を雌津および小松川剛内の抹蛸機側に限って助成しておりますQ

これを､六-　勺i;　日か

ら助成の刈象咋齢を`歳引き上げ'現.日の　城人目仙か､JM成人
｡Sまでとしますo

助伐の方法は､制令統仙です

ので'桐帖に支払った袖収‖='印鑑､孔幼LJ25:桃供せ拾片==を持参し､如祁1-恥仰独拾=係で丁縦さをして卜さい｡

なiG､孔幼‖ル桝的印は保検外

港蛾へ‖困刑冶蛸は助成の刈象になりませんのでこけ‖=心卜さいo

小EIち古…､㌦紬についてはt

i=利深作鵬約日係にお川い人=せ卜さい｡



れ､次に滋=Tする〃　(節　目イ被保険月)　は保険料を納める必晋はありませんのでご〓〝=心-LJさ
一､あなたのこjLi:八が松竹CI令

保険(船上1保険も含む)､北浦約八日に加入しており､あなたかご,七人に扶准されていると1ヽ

lt　あなたのご･ lH人が吋牛勺食

保険節四押被保険覇'&｡HT(小金)　任瓜継枇被保険者'共折机人目特例継続組合臼でありあらたかごJJJ人に扶嶺されているとき｡心のいずれかに該当している

ときは､節一一日り被保険名のLZ川を四月二1トロまでに､役場年金

四月は､1ハト午度分の保険料

の【1=柊的糊です｡

あなたはもうお納めになりま

したかo

保険料を納め忘れていますと

力lのか故のとき､叩fl=雄健年令や遺族茶礎咋金などをC.*けられないばかりでな-､将来､老齢恭礎年令か受けられないこともあって､老後jL･=の支えが失われます.

いまl度､お確め-LJさい｡

もし未納ならば､月末までに必ず納めましょう｡

なお'去年の四月からの保険
料を滞納している分も四日l　卜Hまでに納めることかできまtoこの分もお確かめ-ださい｡

中小企業の設備の近代化に

のお知らせ

.Ll'HJ7TJTf与抑空は､ .&L附の近代化をl刈ろうとする中小

企業Rのかたにかわって､希望される.設備iを公刊が蛙紙
人し､その日祁Ir]tJを公ネtから1く卿か-)低利の刑抑こにより
･lr′ト介光一糾こⅠい､収つていたfJく制概です【,

(対敏か二芙)

l　･lr′ト介濫Jlの指'1する裳&.[･及び介柴であ一'て､ l
'rH/JJ　の■卜又'大約があること｡

2　1｡畔他日する従柴;1の数がZO人(卸･小･J'LJ装及び

サーービス丑はr)人)以卜の会ヰl及び個人′,

たたし､ Hn人(卸･小一}こ業及びサーヒス某は20人)

まで"牡♂)ることかあるo

Lう　申込1日江に･l･小企業.&17Il'J近代化資令の1マイ.Hナを′空

けていないことD

(対象L.HlliIJ)

中小介柴｢1の指,よする機械､講話H.艶ill''てあって､

郎Ir,.',てあること｡

(tj･ lJ限度iStl)

2()ノJIJ]tl r 2,()川)JJHulJlIo

(tYljlii刑)

咋5 ()パーセントo

(17 1ノ期日'llJ)

1 1I 6カH (公LE.rリJlL ,.iLLIl7TIJlllr t'カ71) Lリlノ､j｡

1 1I以l人】のItl:;I/'■きJlJ川日を合むo

(過.:日付二.,ll人)

j皿内/rll R2Y.tl I D

(保..nJ金)

HiLLI)l'll川澱人佃柿の1O%4日､1'1 %臼D

(ilr込.1:の項,llHuJILIJ)

:日] 1 11からl独El1 ((よ鮒Ⅰに退するまで)n

(小｡17 tZlの･受イJ JJr)lrIT)

r投帖を,.iLLmLようとする【蛸､ lii芙IJrfのJ]Wl地の杓

l会,演目斤. rliy 1台(札幌小の場合は小Ll"心rJ'LL小企濃指
7戸井センター)へ

7

-国民年金法改正-

国民年金の保険

料は納期までに
納めましょう｡

～

係まで届目して-たさいo

なおへ　∬洲につきましては勺

金係へお-印ね-たさいo

伯満　-

昭利61年

春の交通安全運動

【重点事項】
●新入学(園)児の交通事故防止

●歩行者､自転重利用者の交通事故防止

｢
通年推進事項
し)シートへルトのTfH

c,iJj全過度のrlm化(スヒートダウン)

(〕夜光IL射材のiL'JJllI

新入学(園)児の交通事故防止

71)I.に対する交通′/=刊旨,.Fi ･教市の促進

(1)新入･7'(L剖)リユ･itに刈し､て賢卜校脳1)岬における)か;I

(Eifl)路の利川の徹低を川る{▲

(2)′､スfLLとの乗り物を利川してJqI'(lid)するLFJ.･､l'lに対

しては､ ･I,の凍り降りの一:i('食指やをする｡

(3)校(E功)外においても∴.削二日しいJu1号Jを励iJするよ

う析梯し､路l遊び､路rへのとび,Lrl,し､ n払中の

2人乗りちと免除なij杓に対してはヰL■l槻的に｢J:rか

け｣を'1JいJl息するo

(4)析人JTI(r抑リLILl'LC7)いる家起ては､仙准月か11心とf,i

-,て交旭J/i'J;ゝの川T,し介いを守Jい､家族くるみでL州k

ドJJllに努める()

※尚､ Im^1台､ ･111光1,rr､ /it･､/'校1) TATに御I免ノ)をお

肘rいしておりますo　糊lH川r､女辿指頼Liも】ニーRJ交才

I.I.r.竿において仏yL'll旨,洋をいたしますD　少しでも多く

の人の参加御協ノJをお願いいたしますo



4月町長カレン91- 1986
不燃物収集日

町民憲章=健康で働き楽しい家庭をつくりましょう｡

%㈱ � ��25倣健康相談(1哨欄矧 

11倫▲ � ��26仕) 

了云~ � ��27(日) 

13(日) 劔28(月) 

14(月) 劔29(火)天皇誕生日 

15(火) 劔30㈱ 

16㈱ ��刧a㈱ 

17㈱ 仆hﾊ)V�uﾉf��ｨ霻��2㈱ 

18金. ���31∵ 

19土 劔45((RB,,樫 

20(8,莞芸Pg管悪莞君ル-ボール 

21(月) 劔6(A,健康相談(1鵬健淵' 

22(火)離乳食教室㈱分俄民館' 劔7㈱乳幼朋談`10時慨民館' 

23㈱離乳食教室｡3時309."北公民館) 劔8㈱乳幼児椴｡馴北公民館' 

24㈱成人健康相談(10m."'ヒ公民館' 劔9㈲健康相談(10時欄は' 



高橋(欣也)さんちの

沙苗ちゃん(604 27生,
字標津緑町○

沙711ちゃんは､もうすくiruJll故です｡ノト､体'T'

は9キロくらいかtJ.｡押しiJrを使うともう射ナる

ようになりました｡起′1日までには　人で,歩ける

カナ-o茶目'Jj=-'ぶりにスカートをめくりますo

｢あんまてんてん｣もできますo

お増さ/L,は､抄r'+-1ちゃんかスタスク雌l,iiにfJT一)

ことをI･Wlつていますo｢刈よりは､J/:派にfi-)て紙し

いoJと面(1いお母さんですo

言∵-･･････-･･…-･･--薄./i･---･･/A-A

)

｢ボランティアL

Bj]Ej居Ejあなたも

登録を

雌拙町社会細別協誠公の巾に

｢標津剛愛情鈍行｣という窓日が
ありますC

これは町比の技術･甥力･余

日;･その他1朋の愛情拠日を項
け､これらを必姿とする人々に総代するものです｡これは　椴

的･h"‥いんで｢ボランティア｣と岬ほれているiのです｡

現れこの督情跳.日に仔細Lt

その比仇を‖っているんか多数おりますひ叫止の力で｢札にこのようち小をしてほしい｣ '｢t･fL州丁になってほしい｣竹りかありました･]二兆細卜さい｡

柁鎚片(　‖卜目礼や)

川利;=‖'烏:丁代､川棚ミサヲ､I;‖-‥‥犬目､f竹野･:::代犬､
･.=･:崎拙､触=九二､辻松即､山

芥地容ー'北〓久枝､奴LPキエ相川E=公荷舶公卜川れ(代火=I悦鬼光)　の仙人及び川体

孟ちの

声･声･声

村慧慧2蓋さん　伝議

標津の観光をどうやって･-

燃律師から'町中を通り越き

るのに､車で=分､数少くない信‖勺に=ったとしても､十分もかからない街｡

ここ数年'Mjや利で観光に力
を入れていて､概津も色々な企州をしている械/i)けれと､今ひとつ､これと.=う決め丁から

知休機断氾路､--ワラ･･

観光地に.汁-人か､f=心外と概津を通るはず｡たた通り過きるたけの街でしかるいのLJろうか?その止をピタりとt Hめたのかサケの･.S､とてもいい企IZLJと

やり｡丁人もの八が相川に水た泊りLJo　でも､その人達の小で何人の人が､このElのよさを椛心じていったLJろうか?

この時判に'%=で火しめる大

きもイへントを開き､そこで､人の和か仏がりt iつと.:g味のあるものになるのではないでしょうか｡

柑=州も‖八､-している様

で､これかられるにしても人饗へ-あるJので､もう少し丁を加
わえ､-人をした,r､八･まで以-にいかせるはずo

=付物も､他のMJでパルつてし

まうより､=…L=)けはへ　枕津に米なければHえらい｡食へれないGと=つた様に､兄んを逆にしてみては?.=11りすがりの小が､　-分は
かけて通って.〓ってくれた･;

サケのtfのテントの中から､

｢また水隼i､ここで〈7,つ〃｣
iSんて･iが州こえた･;.人成功

です｡



標津川で発見された謎の不発弾

二月-　日､牒津川八･L･で､
ユンポを使い河川-IIiをしていた有機作業日が沌比した不発州ま､卜L‖午前八時　卜九分から九･L九分の問に欄広の推し_満隊第k帥川の小発伸処即桃が信管を外し'処州のため鹿追馴屯地へ遊びました｡

取りはずされた付Y.Cは'el-

また､雌の噺では､｢あれは､

別をとるために日日本作叶か林としたもので　椎のうち　碓しか機先しろかったものさDJこう
･なると話は耶々ややこし-なっ

て-る｡峨筏川卜勺も繕った4-日ハ州は柵のみそ知るというところか｡

｢ノ~

において'｢節

食I;スキー域的いけ･∧拡=戸ユ

qiEli*闇慰

腐敗しておらず､処岬にあたった隊山によると'この爆弾に傷は軸-､上から落されたものではないとの事｡

そこで関越になるの

か北海泊新聞､釧路新開あるいは'巷の噂Q釧新の記恥では､標津町史から引用されている昭和∴十年L月のグラマン機空襲脱｡まL)迫節では'昭和卜九～T二月に計根別飛行場を飛び立った零暇の曙終脱o

アルエキサイトレース｣　が糊かれ､根{廿枠内のスキー愛如月を

金山スキー場で

デュアル

エキサイトレース

中心に"1十.七の椀n憎が参加しました｡

デュアルユキサイ-レースと

は'l人が舷列されL)コースを同時にスター-Lt　勝ち抜き俄で慢膨満を決定するものです｡

今大会は､1-､の励門と'そ

の小間に化祭即された∴つのジャンプム=のコースを､同じ税技名と　回捕り'そのうち二川制したものが､勝ち残るという内容です｡
}T;は､凪も無-快昭の1天気｡

余りの噴かさに耳か融け始め､コースコンティションは､いまひとつD　しかし､参加名は､川日1スター-LL)城の接枝名とのかけ引きにエキサイーしておりましたo

)

叫勺卜`月に･:化成し､八･迄へ

仮オープンのかたちで利川されていた鳩ケ.;休巾即が､｡;‖=式オープンいLJLました｡

この日は､-刺..ggT=ちと､約

恥に式を描ませた後'雌汁小…∵椎の行目光り､叫役場の食‖さんによる｢日本側迎形｣　の披揃選抜による対日拭人目か〓われました｡

約日拭介では､`卜.人の剣

-二か糾日に分かれへ　勝ftは･(刺Hと射叩の勝利に終わりました｡

その織､剣泊地mAlj=〓'船津

川北剣道スポーツ少勺川;7'頒別中学校付紙なとで八日目楢-=をGい､体巾鮒の･:j戊を批いました｡･なお､この糾体ff即か､広-利川されるよう刈.j竹様のおこしをおりちいたしておりますo



箭浪昇さん
根室管内

自治功労者に

≠

昭利∴卜勺蛇の根八十行内俺良

峨;と日的功trt.1bIに､根黙山からは　人､舵津町からは削減合成‥目の前･3日さんの三人か遊ばれ､　〓iLE根毛文月で11日支庁止より起形状が的られましたo

抑娘さんは､`卜八歳で=成

人ム縄目に{過して以来<-牛で淡
い1机`l十`..TI](八期日)になりますC　この叩　満作の委‥日比は令て作め､刈減良は　期日入っていますo

f榊娘さんに初めて寸起した畔
の様子や､八･線どのように減会

r:S軌をすすめたいのか仙ってみ
ました｡

｢私がhり起するにやっ

LJ)のは昭利　卜勺の朋此赤寸の唄です｡叫小柄･Zの赤-分を､窓日で付目ずつ徴収し'袖てんしょうとした.=政のありんに反別し､旗卜けすることにちりましたo

今後'もし出馬させて

もウ乙るな･3､初心に仙り勤労石の如祉向上に日を向け､働-i=の止域を守るよう労力したいoJと結っておりました｡どうぞへ柊も噸弧つて下さいo

捷ぬ繊細碇講演会

3

`‖-八日1後･ハ畔Yより､叫例L公.館にて　｢=小結｣諭桝会が糊付されましたo

T;'会場に貼まったの

はおよそ八卜人o h催名を代衣して阿部佃-音勺部光のあいさつの後､小瓜帥匠が兆せ甥｡｢今日は飛行機が吹やのL)め中標津山･｡港に降りられず､釧路に降りましたんですが'揺れて捕れてサンサンでした｡九･1港ロビーでは､標津から迎えにLIきますのでお粥ち卜さい｡との仕=かあったかHてど諜

ら'ql.卜八キロくらいと糊いてと/クリDJと41'域の･f囲ハ刈を祁ませ･Llから噺･家の11-非の出講を何日おかし-衣情==Uかに税明Cそして‖州後に小名ち｢時ソハ｣を｡

｢､･　　･凡･〓･･ハ･

L･八､おやじ八･何どきL)Q　へイ'川ツで｡=‥ハ　　　｣とっても#しい　叫でした｡

公営住宅の
アンケート調査より

Iiみよい公一;:1.'ll-℃を確保するために､こ

れから新築する公了に　今ある公liの改修1FI

をどうすすめるかに-)いて､人l.,:抑二坤Ilrl

な.L13､iLを州くため､ 2日未にアンケート朋

査をrjt施しました｡

人).J:月数409J'に刈し､ 311Jt分かI‖｣収さ

礼,回収率83%となっておりますo

アンケ-ト紙某は次のとおりですo

I

H榊u6011-度火施

公';;'l一件宅アンケート凋溌結氷一覧表

岡　　地　　別

7号　　　fq3　　J　　　耽

回　　　収　　Ji　　　改

IJ　　　　　収　　　　　率

=叫叫‥~1m1叫.｢~叫州.ー　鍬｣叩~~　~｣~叫叶小:]小　　i･,i m.:■(;　　∴

描川畑膏Jf〝工悟十

一人

LLLA人).A: FTlのiu川七に洞足ですかn

tJ払lしている｡

まあまあ1luJl亡している｡

ィ､欄である｡

那h!が桃い｡

IA.【r'.域が/iレo

郎JiiのrrTが寒し､D

粁yRかひとい.
iu'^のプレーか-か必

家主Tが(.T')い.

その他

JIWL氷t技についてと

ア　r■.I L

1　∴　LLJ

ウ　左　し

2Jlを1日に政jSL

I.■:G,YLLますか｡

ア　は　L

イ　いい.1

I-J I:

た

･‥　卜　　　し

桝　　ま　　"

4　新築する公～■川七に人l.･J'しますか｡

ア　は　し

イ　いいえ

5　仙の公印作`t;に移るH.qlはあります

か｡

イ　いいえ

はいの糊介のG.ぎける公作ペスト
1付4叫一雄"迂14.300rl] (,0 ()mz

2付57イ1姐.没27,7O仰J 63 71Tl･

.Hl'r5ifI弧.貨21,000rLl r)9 7Tn-

E人I;'=ナの桁剰rt:に人い: Lま

ア　は　い

ィ.いいえ

名人til)Eナに政催した公n什′七に

人l/i Lますか｡

ア　は　し

イ　いいえ

約款姐.没の..hlllIはありますか｡

人rrl】けの1i tはとy)A:うE=地.没L

八し､と.uTいますかn

村l他に1F･l/｣かつ･)姐｡.迂する｡

川地にまとめたJJが1い.｡
その他

′七のlI'f寿光はと)ですか∩

過
し



成人病シリーズ

(その3)

心臓病

心臓病にもいろいろな椎頬が

ありますが'成人病として特に関越になるのは狭心症や心筋他案のような虚血性心疾患です｡
心臓は全身へ休みな-血梢を

送り目すポンプの働きをしていますo心臓は筋肉でできていて

その根.Cを走っている冠状動脈の血液で養われていますQ

この冠状動脈の喋に動脈硬化
が起って通り道か狭-なると､心臓の筋肉に卜分醸素がいきわたらな-なり'狭心症や心筋傭基のような発作が起ります｡発作の多-は､J仙血仕や勅脈碓化という⊥ム日がある1に'何かのきっかけが加わった域介に起こります｡

瀬について-わしく説明します｡
｢狭心症｣･･加状動脈の動脈硬

化が起こると'その.邦の内燃が狭-なって､心筋へ流れる血椴の=皿が少なくなってきますo

もし､心筋が必要とするたけ

の酸素と栄蕃窮を供給できる血日本人の死因

そのきっか

けとは-･①心配や胤ハ幣などの精神的
I.糸瓜

②寒さ等の(,;淑な.=3度変化に'体をさらす｡③睡眠小姓や過労t r13淑な運軌'喫柵oなどが考えられますC

では次に欲

心帖と心筋健

液の[机で流れて米な-なると､心筋はエネルギー不足となって順調なポンプ作川が行える-ちります.この様もときには､心筋はけいれん状態に陥いり､激しい的の摘みが発作的に起りますQ(狭心症の発作は主に心筋の轍楽で起りますか､これは'ニーログリセリンという典を用いると発作をしずめることは叶能ですQ)
｢心筋噸塀｣‥拙状軌脈の1;舵

か動脈硬化のため､ilg全に･叩ってしまうか､あるいは九-%がふさがれた状態になると.血液か心筋へ流れな-･なるという小

態が起って来ます.この結果心筋は酸素欠乏と栄養不足の状態に陥って､ポンプれ用がほとんど行なわれな-なり､心筋の広い範囲が壊死とりって細胞が腐って死んでしまいますQ

この時の胸痛は狭心症とは比
較できないほどの激痛です｡(心筋硬寒は致命率がとてもl:E-伝険な病気ですo)

(狭心症･心筋硬寒の予防と

=;;･]･up,
①必ず1g51帥の指示に従って治療する｡②動脈硬化を予防するためのバランスのとれた食事o③症状に八日わせて'努めて迎動する｡④粘神的緊張をほぐし心の安静を保つ｡⑤規則TqL-､無冊のない目前i;粥を送るo

以上を考えて牡泊をして下さ捉状があっても無-てもへ一

年に`度は検診を受けて'自分の健康状態をチェソクして下さ
(･叶も役域では､成人病検治

を布と秋に分けて実施しますので‖心非利目して下さいo

V

次回は=;ガンについてお誠L

Lますo″心臓の病気かあるときには､次の様な肺状が出現します｡〟済Bi'i={のある人は､検寵の受診をお勧めします｡電話局だよりくNo50〉

テレホンマナー

●ダイヤルはメモを見なから正確に

電話前号を暗かめすにウロrF,uj:えでダイヤ

ルするのrま､間違いrtS話や迷惑電話のも

とです｡メモを見なから正確にダイヤル

する習慣をつけましょう｡

N T T根室標津電報電話局



J

節税の　　土地と建物空冗っ

はなし　売ったときの税金

し･

●-地や地物ちとの溌=Eを浦･EjLLJ場へ〓SI5-日を｢欄拙何日｣といい､他の1fHと分即して収税されまTc　これには何.‖税とMnJ出帆かかかりまTか､むに川比牝煉保陳に加入されているんは､Hu他棚保臓税のLM-HJ州に八=ST;される域人目もありますので允分こIJ=rLさい｡

さて､ほ地所日はその溌伴の
所〃t=S州にょTてt k糾油拙何日とれ期欄池川川とに分けJrれ純令の:;E;〃はが;=へ･LJつていますC●摘推した:の■;　;現れに;..1二､･= T･;-_;･3-:.I--I.･ニ∵.るiのを｢止期偶池川川｣ I-勺以卜のものを｢紬判は嘩仙川｣といいます｡封印例は次の辿りですり●〓分かがんでいる･#とー地を砧･'つたときは'　定の公刊に誠Tすると　｢止別｣｢仙則｣　にかかわらず｢判別柁除｣か項けられ潤鳩何日令鮒か　丁力〓までは税43がかかりません｡尚へ　長別

く長期譲渡所得の例〉

■ :]≡:諾二二ilu.7H,H

HuHl Hll

r I lIl l l メ l

･･I p･

HlJへ′ドn r rl F日itHlJ　　　　州`l

ll H lr1-　　　　　　11

(.斗fu llr･..強.lll

J　)

*1辻札l /

H ),ごJ ILJ_q/(-'り　川い∴付目'/

JJh rlJ　　糾1′,′,iq i

pl■J H 1 rけ　√ )　＼上　代.lirI‖l Hlノ､

r)　　　　帆･′川　trIlHr　　　　　　　　川ポ

t i

〈短期譲渡所得の例〉

.･1.　(　;.=　--I JJ;.]･る日の川するtTの-　;　-〓J,lての肌に純化LLJLlきハ　これらの判別f:隙は､岬山申;=をLtjHiLは71け;れまセんので∴-I.JP-.･.I.　〓-･J;か､r H-=日までに　椴S申
;=川机と:=rt<リ｢分抑;i税川｣

を仙_ =する二l一にたつてい･qjJす∩

掘･e;･51;Llは､31-り拙明した

ものい外に-●1=r路川地S日収tL･ピSようも公=‥小濃にJiる収川に係わる判例｡●州.j I)七会‥〓4人のあ[せんにより
仙山地fIを消化しL:)域へ日の目〓〃

Hの=別枠隙｡●Ht　地力公=:川休､又は公溢

ナイスミディItス　甲■d)帆
ゆったりコージャスに､クリ-ン席で　のんびり気軽に､普通席で

2人用　68,000円　　　　　　2人用　44,000円

3人用90,000円

儲票差艶Ji･,i::/英) (栂馴譲渡-,(6+,6iOfO30冒
※ン〕人相､3人梢をヒ]由に組合LL)T､'}ル　ブ旅行をL )子｡

ご)､如Li､たたぴ-ネムーン

フルムーン克旦パス
ふたりでゆく､ H本刊1-rグリーンLfr､ I33,謹千丁巾の旅

5Ej闇あふたりで　65,000円

新座l揚I.yJ　7日間おふた｡で80,000円
12Ej間おふたりで100,000円

詳し:夫婦のどらLJかか7〔儲以上の場合は5,000円引きになり話｡ヨo

☆

一一一(lJ問い合せ　お申しノ込みri-

根室標津駅2-2023 ･川北駅5-2038迄

渦地何日の域人目には､この=別枠除のH例と｢1==川糊;;のH換｣の判例とのとち･;かを迦択することができますり
1　∴心の=:TtiMとは-

●n分か住んでいる‥水村と放地を伐地LiJときや､かってHJSか巾んでいた′氷川と敷地を∩圭

･T･15人に刈して‖‥Hを17;した城4日の･;例n●州･屯溌=ES･父根の場4日の課税
..:i;.T

iljど､その外色
々な=例かありますのて'汀し-は根ハヤ税柁?=叫投機脱硝湖へ糾い人目せいさい

◎郵便小包をご利用ください.
U,ノー/くノ｢､ A/i tノ)にII

L,那)ノLJT}三JJいし〔 rL

オJt'/ll.し､亡馴〕RjLT鮒nT

Jlnく</い〔ノrL,L,Tlまい.7= LL

/ふ17)くさL m日東やLT!jり7LT dっ

rLri ｢′)い

･日日J 1((.ちノ＼､､,I.)ド.日誌

ノい人JJ i　イrl,),

.壬　二)U　巳〔i:/lノの,i

tiやTJ,lI朋哉F I LJ

jfのJ二)7cl) )へ､

謀りし亡くしい′リア/7

利仙一片;.Tは､指(㌔/Lノ('j〕ILLlのこもJ7T一別i他

日;Jiろ-r=:-hJcLノくヒ　卜ブ)､リノ､サ　トス

ノJッノしノr'fぅ届けし/(い詰り｡.と~⊃そ=利

用(ださいo

◎郵便局の総合通帳
出しノ入れEl仙CJjリイ-)/対)V)rLノし　か｣川(

さ<'r過'FBl的墓と｣と3=EiT投射｣TFj利心r F

別田釜｣享二続きTrLLノで什十入れ､汝:朽/) (て㌔

る白軸t3ィ､｣け(仰うゆ:)｢ 1- ＼ノ)/)≒､　日日｢

ヒ＼ソト｡h:れているi馴[,{て〔j (,
'm l=r

損lTる　　濁rFf!17貯墓
･.L:　~　　　　　　･･1

イnLlf)　Ej棚†コ付lJ(ゆうゆうロー二ノ)

立払う　/JltJ-し料品/(人とのEj.f･))払汲み

態,けH父るJG与Y,白^ ･年,J亡　配当墓のEj

軌rS･取り
)t‡くじCJ〕r家. 】十(∴し7て仙1柴右【rT)墓の止しノ^

れか〔〕ぺてこの一冊でO K /

千｢可の郁小J糊で他人ううス､耳や､リ→ノr
lナートスも利用でさ､ /LこいへhJ便利で7丸
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>加藤鶴純さんは香典返しを廃

してすt合わ.Jl祁協議会へ

>叫~崎美津J'さんは再典返しを

)柁して41台福祉I鮎残念へ

>咋三太標津iLJ'rrは1.T.JrJJ資金とし

て41会柄111:協成合へ

ト伽也姓的さんは概!J津地[ズ′l満

餌棚占rl,購入へ

>不lJ谷hllさんは標i lfj也【メ′F三if.81.,

TJftJ ,～.I,lt範人へ

>仝釧i桁剣迫ilu)児は体fJ'A文化掘

輿),tl食/＼

I_〆　　>燃†柑ミ淡センター遠爆稔さん

より目上/父/`束姓の抑　勺一′ト-

j''HJん■rか脚られましたo

>吋で合(辻松野公ii)より母

{父√J水虹の新　年/1_へ御祝金

か耶られました｡

お誕生おめでとう

.ti;完了昔両
I'JT

行橋l加IILLJ :紬　　fuj

′j_.lfJL Uj.～ r'lr多軸Hl　旭

木村,.･相.1向　川　北■光

おくやみ申し上げます

2日lGLJから311 15HまでのJd,Lf1.分｡

(敬称は略させていただきましたo)

人口のうごき
61年3日1 ∈]現在

( )内前月比

世帯数　2,219世帯(+1)

人　口　7,282人(十1)

男　　3,612人(二〇)

文　　3,670人(+1)

いたのでしょうかo

太ー-押戦竹が

終るまで北上領
･iJに‖んでいた

人たちについて昭利瓦卜･u中底に調へたところ川つの払々には
1万ヒ千`汀八

1 7,385人

州人　口
人l>洋戦争の終/(九州h勺)前

までの北方碩1には､どの-らいの人が¶んで

卜=人の人々か∩んでいましたoこの中には'怖さんと同じ小J::t･

拙日刊では､PIJ民のくらしに倒し､広く

仙人の芯沌･lEjl嬰を聴き､rHJつくりにJ丈映

させるため｢兼5■ミ津町くらしのモニター｣

を苛災しますC')で､どうぞご応ろ3;卜さいo

〟北方職土〟ってなんだペ
⑥戦前の北方領土のようす

勺もL)-さんおり'小学柏が卜九もありましたo

この他へ　漁丑の日枇感期には､

根室や幽館､本州などからh千人以1こもの人が〓かせぎにやってきて人変にさやかであったということです｡

■応募資格
･求宍日刊に/r liするlH才以I Eう()寸未JIHjの如:人の)io

･町政にfrP解とI称じ､を朽ち､モニタ-として梢榔的に協ノJのぶ志の

あるjJo

･常勤の公梼Elは除くD

■モニターの仕事
･町政についての意見.要望等を定期又は臨時に文吉によr)提山する｡

･町が招集する合議に出席し直接意見をのペるo

･町からのアンケートに対するLul苓o

■委嘱の期間
･昭和61年5月1 El～昭和63年3月31Elまでo

■モニターの定数

･公等･椎せん合わせて50名

J応募方法
･電話で役場町民諌住民活垂別系まで御連絡下さい.

(TE L2-2 1 3 1 ･内線1 1 4)

■募集締切
･昭和61年4月15日まで

標　　津　　町

編集発行/標津町住民生活部卿民課広矧系/標津町字標津3-5 ℡2 -2131印刷/標津印刷株式芸社　　　　14


